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第 6 章では，以上の第 2 章から第 5 章までの結果を総括し，明らかになった主要な事項をまとめ，結
論としている。
論文の審査結果の要旨
都市社会の成熟化に伴い，各種の集会施設の整備は，都市の地域環境形成上重要な課題となってきて
いる。本論文は，既成市街地における公的集会施設整備をその利用実態に基づいて考察し，地域施設と
しての計画条件を導こうとしたもので，その主な成果は次の通りである。
(1) 集会施設の室構成について，特に小規模かっ複数の多目的室を中心に構成することの有効性を見い
だし，計画条件を逐次明らかにしている。
(2) 集会施設利用は一般に集団利用によってリードされることを示し，地域性の強い集団によって利用
される施設と，地域性の弱い集団によって利用される施設との使い分けの実態が認められることを明
らかにし，この施設の性格に応じて立地条件が異なることを導いている。
(3) これら地域的施設と非地域的施設の利用圏域を段階的に示し，施設段階構成の模式を明らかにして
いる。
(4) 非地域的施設に結び、っく通勤者の施設利用行動によって，最寄り駅と施設立地との関連性を示し，
大都市圏域における施設配置の留意点を導いている。
(5) 勤労者や青少年など，利用者の社会的属性に応じる分化施設の利用は，相互に独立する傾向にある
ことを示し，これら施設の重複立地の可能性を明らかにしている。
以上のように本論文は，地域施設としての公的集会施設の計画策定条件を導いて，多くの新しい知見
を得たものであり，建築計画学の発展に寄与するところが大き ~\o よって，本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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